
i 研究発表

日 時 11月 4日(日)午前 9時---11時 30介

場 所 (A会場) 鹿屋体育大学講義棟 204教室(2階)

( B会場) 鹿屋体育大学 講義棟 205教室(2階)

発表時間 1演題の発表時間は 12分とし，質問と討論時間を 3分とする。
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~ A 会 場》
講義棟204教室

d匡
分 発表

発 表 演 題 演 者 所 属 座 長類 時刻

1原 9:00 
高齢化社会 tt[:，þ~けるスポーツ・レク

後藤哲也
中京大学

リエーションの対応K闘する一考察 大学院

←一一
宗教活動のもつレクリエーション要 尼崎南

2 9:15 素について 田中一行 高等学校
~レクリエーションの生活化

からのアプローチ~ 良元分校 秋吉嘉範

一 (福岡教育

ジョルジュ・パタイユの視角からと 東京家政
大学)

3論 9: 30 
られたスポーツ・レクリエーション

芳賀健治
学院大学

児童の心理的特性と親の養育態度，
女子聖学院4 9:45 感覚教科目の好悪，成績との関係 梅津越子
短期大学

~一次集計Kよる基礎的考察~

トー一

5 行 10:00 
子どもの体育教室参加K伴う遊び生

綿回育代 日本大学
活の変容

毅
6 動

今井

10: 15 スポーツ参加と職場環境への適応 増田 慧 日本大学 (日本体育

大学)

トー一一

7 研 10:30 スポーツ参加と従業員の生きがい 今野 Pて4丁- 日本大学

トー一

8 究
老後K:t~ける余暇K関する一研究

10:45 ~サークル所属者と非所属者 鷲見勝博 中京大学

との棺違Kついて~

スポーツ・レクリエーション行動研 ペンシノレ 永吉宏英
9 11:00 究K:t~ける方法論考察 I

原因宗彦 ベニア州立 (ガ坂体育~活動参加調査Uてなける
大 そ必主f: 大学)回答誤差K関する研究~

トー一

10 11: 15 
肢体障碍大学生の障碍部位別Kよる

金 命酢 釜山大学
体育活動興味調査研究

2 
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d五
分 発表
類 時刻

1 資
源
9:00 

. 
トーー
計

画
2 
論
9:15 

政

3 策
研
9:30 

究

4 9:45 

ト一一ー

5 10: 00 
フ

ト一一一

ロ
6 10:15 

グ
十一一

7 フ 10:30 

ト一一 ム

8 10:45 
開

ト一一

発
9 11:00 

10 11: 15 

~ B 

発 表 演

メ』、
:z:s;: 

題

欧米vc:J，~ける余暇・レクリエーショ
ンに関するデータベースと文献情報

検索システムについて

浜名潟地域vc:J，~ける水域利用拠点の
適性配置K関する調査

フィットネス運動K関するシステム

-アプローチ

新聞記事にみる「緑のレクリエーシ

ョン活動」の成立とその特性

リハビリテーション病院に志、けるレ

クリエーション(第 2報)

~レク・アンクートを実施して~

保育所vc:J，~ける健康・体力づく !?vc
関する試み
~体力測定結果の指導への
フィードパックKついて~

学校レクリェーションの視標

地域VC :J，~ける家庭婦人ソフトポール

-クラブ活動の特に技術面について

の一考察

高齢化社会vc:J，~ける指導者養成(横
浜市 )VCついての一考察(第2報)

余暇生活診断法の開発K
関する研究(1)

~既存余暇生活関連診断法の

内容分析~

※ スライド使用

3 

場》
講義棟205教室

演 者 所 属 座 長

鹿屋体育
山口泰雄
大学

ラック計画
西野 仁

毛塚 宏
研究所

(東海大津)

横山文人
筑波大学

大学院

伊藤俊哉
ダイヤモン

ド造園技研

金野智秀 鹿教湯病院

草川一枝

(滋賀大学)
. 

鹿屋体育
深代千之
大学 . 

稲垣保彦 富山大学 . 

作陽音楽
大杉淳子

大.学

淑徳保育 田中祥子

角田享子 生活文化 (津田塾

専門学校 大学)

日本体育
今井 毅

大 寸，.，.ιー




